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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体の内部に導入され、撮像した前記被検体内の画像を含む画像情報を外部に無線送
信する被検体内導入装置と、前記被検体内導入装置から送信された前記画像情報を処理す
る処理装置とを備えた被検体内画像取得システムにおいて、
　前記被検体内導入装置は、
　前記被検体内の画像を撮像する撮像手段と、
　前記撮像手段によって撮像された画像を含む前記画像情報に、前記撮像手段における光
学情報に対応した種別情報を付して送信する送信手段と、
　を備え、
　前記処理装置は、
　各種別情報に対応する各光学情報の組み合わせと、各光学情報に対応した画像処理プロ
グラムとを記憶する記憶手段と、
　前記記憶手段に記憶される前記光学情報の中から処理対象の前記画像情報に付された前
記種別情報に対応する前記光学情報を取得し、前記記憶手段に記憶される画像処理プログ
ラムのうち前記取得した光学情報に応じた前記画像処理プログラムを用いて前記処理対象
の画像情報を処理する画像処理手段と、
　を備えたことを特徴とする被検体内画像取得システム。
【請求項２】
　前記種別情報は、前記被検体内導入装置の適用部位を示し、
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　前記画像処理手段は、前記被検体内導入装置の適用部位以外に対応する画像情報を前記
処理対象の画像情報として処理することを特徴とする請求項１に記載の被検体内画像取得
システム。
【請求項３】
　前記光学情報は、前記撮像手段の撮像倍率、画素数または明るさを示す情報であり、
　前記画像処理プログラムは、前記処理対象の画像の倍率を変更する倍率調整プログラム
、前記処理対象の画像の鮮明度を変更する鮮明度調整プログラム、または、前記処理対象
の画像の明るさを変更する明るさ調整プログラムであり、
　前記画像処理手段は、前記処理対象の画像情報に付される種別情報に対応する前記撮像
倍率、前記画素数または前記明るさをもとに前記倍率調整プログラム、前記鮮明度調整プ
ログラムまたは前記明るさ調整プログラムを用いて前記処理対象の画像情報を処理するこ
とを特徴とする請求項１または２に記載の被検体内画像取得システム。
【請求項４】
　被検体の内部に導入され、撮像手段で撮像した前記被検体内の画像を含む画像情報に前
記撮像手段の光学情報に対応した種別情報を付して外部に無線送信する被検体内導入装置
から送信された前記画像情報を処理する処理装置が実行する被検体内画像処理方法におい
て、
　前記被検体内導入装置から送信された前記画像情報と前記種別情報とを受信する受信ス
テップと、
　前記光学情報と前記光学情報に応じた画像処理プログラムと前記種別情報とを記録する
記録手段から前記受信した種別情報に対応する前記光学情報に応じた前記画像処理プログ
ラムを用いて前記処理対象の画像情報を処理する画像処理ステップと、
　を含むことを特徴とする被検体内画像処理方法。
【請求項５】
　前記種別情報は、前記被検体内導入装置の適用部位を示し、
　前記画像処理ステップは、前記被検体内導入装置の適用部位以外に対応する画像情報を
前記処理対象の画像情報として処理することを特徴とする請求項４に記載の被検体内画像
処理方法。
【請求項６】
　前記光学情報は、前記撮像手段の撮像倍率、画素数または明るさを示す情報であり、
　前記画像処理プログラムは、前記処理対象の画像の倍率を変更する倍率調整プログラム
、前記処理対象の画像の鮮明度を変更する鮮明度調整プログラム、または、前記処理対象
の画像の明るさを変更する明るさ調整プログラムであり、
　前記画像処理ステップは、前記処理対象の画像情報に付される種別情報に対応する前記
撮像倍率、前記画素数または前記明るさをもとに前記倍率調整プログラム、前記鮮明度調
整プログラムまたは前記明るさ調整プログラムを用いて前記処理対象の画像情報を処理す
ることを特徴とする請求項４または５に記載の被検体内画像処理方法。
【請求項７】
　被検体の内部に導入され、撮像した前記被検体内の画像を含む画像情報を、該画像情報
を処理する処理装置に無線送信する被検体内導入装置において、
　前記被検体内の画像を撮像する撮像手段と、
　前記撮像手段によって撮像された画像を含む前記画像情報に、前記撮像手段における撮
像倍率、画素数または明るさを示す情報を含む光学情報に対応した種別情報であって、当
該被検体内導入装置の適用部位を示す種別情報を付して該種別情報に対応する前記光学情
報に基づいて処理を行う前記処理装置に送信する送信手段と、
　を備えたことを特徴とする被検体内導入装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、被検体内の画像を取得する被検体内画像取得システム、被検体内画像処理
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方法および被検体内導入装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、内視鏡の分野において、飲込み型のカプセル型内視鏡が開発されている。このカ
プセル型内視鏡は、撮像機能と無線機能とを備え、体腔内の観察のために患者の口から飲
込まれた後、人体から自然排出されるまでの間、たとえば食道、胃、小腸などの臓器の内
部をその蠕動運動にしたがって移動し、順次撮像する機能を有する（たとえば、特許文献
１参照）。
【０００３】
　カプセル型内視鏡によって体内で撮像された画像データは、体腔内を移動する間、順次
無線通信により体外に送信され、体外の受信装置内に設けられたメモリに蓄積される。医
師もしくは看護師においては、メモリに蓄積された画像データをディスプレイに表示させ
て診断を行うことができる。
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－１９１１１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　この種のカプセル型内視鏡に関しては、カプセル型内視鏡の適用部位に対応させた光学
性能で設計されたレンズや信号処理機能を有する。たとえば、カプセル型内視鏡が小腸用
である場合には、内径が狭い小腸壁を撮像するため、近点に焦点を合わせた光学性能でレ
ンズや信号処理機能が設計されている。また、カプセル型内視鏡は、一般的に、被験者が
飲込んで自然に排出されるまでの期間、カプセル型内視鏡の適用部位以外の臓器も撮像し
、膨大な枚数の画像を送信する。
【０００６】
　しかしながら、従来のカプセル型内視鏡においては、適用部位に対応させて光学性能が
設計されており適用部位以外の臓器に対しては適切な光学性能が確保されていないため、
適用部位以外の臓器を撮像した画像は、診断可能な程度にまで適切に撮像されておらず、
診断用に使用することができなかった。このため、カプセル型内視鏡によって撮像された
膨大な枚数の画像のうち、適用部位以外の画像は無駄となってしまっていた。そして、適
用部位以外の臓器に対しても新たに画像を取得したい場合には、再度、画像取得対象の臓
器を撮像可能である光学性能で設計されたカプセル型内視鏡を被験者に飲み込んでもらう
しかなく、被験者の負担にもなっていた。
【０００７】
　この発明は、上記した従来技術の欠点に鑑みてなされたものであり、カプセル型内視鏡
の適用部位以外の臓器を撮像した画像を使用可能とし、無駄となる画像を減らすことがで
きる被検体内情報取得システム、被検体内画像処理方法および被検体内導入装置を提供す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、この発明にかかる被検体内情報取得シ
ステムは、被検体の内部に導入され、撮像した前記被検体内の画像を含む画像情報を外部
に無線送信する被検体内導入装置と、前記被検体内導入装置から送信された前記画像情報
を処理する処理装置とを備えた被検体内画像取得システムにおいて、前記被検体内導入装
置は、前記被検体内の画像を撮像する撮像手段と、前記撮像手段によって撮像された画像
を含む前記画像情報に、前記撮像手段における光学情報に対応した種別情報を付して送信
する送信手段と、を備え、前記処理装置は、各種別情報に対応する各光学情報の組み合わ
せと、各光学情報に対応した画像処理プログラムとを記憶する記憶手段と、前記記憶手段
に記憶される前記光学情報の中から処理対象の前記画像情報に付された前記種別情報に対
応する前記光学情報を取得し、前記記憶手段に記憶される画像処理プログラムのうち前記
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取得した光学情報に応じた前記画像処理プログラムを用いて前記処理対象の画像情報を処
理する画像処理手段と、を備えたことを特徴とする。
【０００９】
　また、この発明にかかる被検体内情報取得システムは、前記種別情報は、前記被検体内
導入装置の適用部位を示し、前記画像処理手段は、前記被検体内導入装置の適用部位以外
に対応する画像情報を前記処理対象の画像情報として処理することを特徴とする。
【００１０】
　また、この発明にかかる被検体内情報取得システムは、前記光学情報は、前記撮像手段
の撮像倍率、画素数または明るさを示す情報であり、前記画像処理プログラムは、前記処
理対象の画像の倍率を変更する倍率調整プログラム、前記処理対象の画像の鮮明度を変更
する鮮明度調整プログラム、または、前記処理対象の画像の明るさを変更する明るさ調整
プログラムであり、前記画像処理手段は、前記処理対象の画像情報の種別情報に対応する
前記撮像倍率、前記画素数または前記明るさをもとに前記倍率調整プログラム、前記鮮明
度調整プログラムまたは前記明るさ調整プログラムを用いて前記処理対象の画像情報を処
理することを特徴とする。
【００１１】
　また、この発明にかかる被検体内情報処理方法は、被検体の内部に導入された被検体内
導入装置から送信された前記被検体内の画像を含む画像情報を処理する被検体内画像処理
方法において、前記被検体内導入装置における撮像手段によって前記被検体内の画像が撮
像される撮像ステップと、前記撮像手段における光学情報に対応した前記種別情報が付さ
れた前記画像情報が前記被検体内導入装置から送信される送信ステップと、前記被検体内
導入装置から送信された画像情報を受信する受信ステップと、受信された前記画像情報の
うち処理対象の前記画像情報に付された種別情報に対応する前記光学情報を取得し、該取
得した光学情報に応じた前記画像処理プログラムを用いて前記処理対象の画像情報を処理
する画像処理ステップと、を含むことを特徴とする。
【００１２】
　また、この発明にかかる被検体内情報処理方法は、前記種別情報は、前記被検体内導入
装置の適用部位を示し、前記画像処理ステップは、前記被検体内導入装置の適用部位以外
に対応する画像情報を前記処理対象の画像情報として処理することを特徴とする。
【００１３】
　また、この発明にかかる被検体内情報処理方法は、前記光学情報は、前記撮像手段の撮
像倍率、画素数または明るさを示す情報であり、前記画像処理プログラムは、前記処理対
象の画像の倍率を変更する倍率調整プログラム、前記処理対象の画像の鮮明度を変更する
鮮明度調整プログラム、または、前記処理対象の画像の明るさを変更する明るさ調整プロ
グラムであり、前記画像処理ステップは、前記処理対象の画像情報の種別情報に対応する
前記撮像倍率、前記画素数または前記明るさをもとに前記倍率調整プログラム、前記鮮明
度調整プログラムまたは前記明るさ調整プログラムを用いて前記処理対象の画像情報を処
理することを特徴とする。
【００１４】
　また、この発明にかかる被検体内情報処理方法は、被検体の内部に導入され、撮像した
前記被検体内の画像を含む画像情報を外部に無線送信する被検体内導入装置において、前
記被検体内の画像を撮像する撮像手段と、前記撮像手段によって撮像された画像を含む前
記画像情報に、前記撮像手段における光学情報に対応した種別情報を付して送信する送信
手段と、を備えたことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、被検体内導入装置は、被検体内の画像情報に被検体内導入装置の撮像
手段における光学情報に対応した種別情報を付して送信し、処理装置は、処理対象の画像
情報に付された種別情報に対応する光学情報を取得し、この取得した光学情報に応じた画
像処理プログラムを用いて処理対象の画像情報を処理しており、被検体内導入装置の適用
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部位以外に対応する画像に対しても、取得した光学情報に応じた画像処理プログラムを用
いて処理対象の画像情報を使用可能な程度にまで処理できるため、被検体内導入装置によ
って撮像された適用部位以外の画像を診断用などとして使用することが可能になるととも
に、再度カプセル型内視鏡を被験者に飲み込んでもらう必要もなくなるという効果を奏す
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、図面を参照して、この発明を実施するための最良の形態（以下、単に「実施の形
態」と称する）である無線型の被検体内情報取得システムおよび被検体内導入装置につい
て説明する。なお、本実施の形態により本発明が限定されるものではない。また、図面の
記載において、同一部分には同一の符号を付している。
【００１７】
　本発明の実施の形態について説明する。図１は、無線型の被検体内情報取得システムの
全体構成を示す模式図である。この被検体内情報取得システムは、被検体内導入装置の一
例として単眼型のカプセル型内視鏡を用いている。図１に示すように、無線型の被検体内
情報取得システムは、被検体１の体内に導入され、体腔内画像を撮像して受信装置３に対
して映像信号などのデータ送信を無線によって行うカプセル型内視鏡２と、カプセル型内
視鏡２から無線送信された体腔内画像データを受信する受信装置３と、受信装置３が受信
した映像信号に基づいて体腔内画像を表示する処理装置４と、受信装置３と処理装置４と
の間のデータ受け渡しを行うための携帯型記録媒体５とを備える。
【００１８】
　また、受信装置３は、被検体１の体外表面に貼付される複数の受信用アンテナＡ１～Ａ
ｎを有した無線ユニット３ａと、複数の受信用アンテナＡ１～Ａｎを介して受信された無
線信号の処理等を行う受信本体ユニット３ｂとを備え、これらユニットはコネクタ等を介
して着脱可能に接続される。なお、受信用アンテナＡ１～Ａｎのそれぞれは、例えば、被
検体１が着用可能なジャケットに備え付けられ、被検体１は、このジャケットを着用する
ことによって受信用アンテナＡ１～Ａｎを装着するようにしてもよい。また、この場合、
受信用アンテナＡ１～Ａｎは、ジャケットに対して着脱可能なものであってもよい。
【００１９】
　処理装置４は、カプセル型内視鏡２によって撮像された体腔内画像を処理して表示する
ためのものであり、携帯型記録媒体５によって得られるデータをもとに画像表示を行うワ
ークステーション等の構成を有する。具体的には、処理装置４は、ＣＲＴディスプレイ、
液晶ディスプレイ等によって直接画像を表示する構成としてもよいし、プリンタ等のよう
に、他の媒体に画像を出力する構成としてもよい。
【００２０】
　携帯型記録媒体５は、コンパクトフラッシュ（登録商標）メモリ等が用いられ、受信本
体ユニット３ｂ及び処理装置４に対して着脱可能であって、両者に対する挿着時に情報の
出力又は記録が可能な機能を有する。具体的には、携帯型記録媒体５は、カプセル型内視
鏡２が被検体１の体腔内を移動している間は受信本体ユニット３ｂに挿着され、カプセル
型内視鏡２から送信されるデータが携帯型記録媒体５に記録される。そして、カプセル型
内視鏡２が被検体１から排出された後、つまり、被検体１の内部の撮像が終わった後には
、受信本体ユニット３ｂから取り出されて処理装置４に挿着され、処理装置４によって記
録されたデータが読み出される。受信本体ユニット３ｂと処理装置４との間のデータの受
け渡しを携帯型記録媒体５によって行うことで、被検体１が体腔内の撮像中に自由に行動
することが可能となり、また、処理装置４との間のデータの受け渡し期間の短縮にも寄与
している。なお、受信本体ユニット３ｂと処理装置４との間のデータの受け渡しは、受信
本体ユニット３ｂに内蔵型の他の記録装置を用い、処理装置４と有線又は無線接続するよ
うに構成してもよい。
【００２１】
　つぎに、この発明にかかる被検体内導入装置の一例であるカプセル型内視鏡２の構成に
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ついて詳細に説明する。図２は、カプセル型内視鏡２の一構成例を示す模式図である。図
２に示すように、カプセル型内視鏡２は、被検体１の体腔内を撮像する撮像部２２を、カ
プセル型内視鏡２を構成する各構成部位に電力を供給する電源部２６とともに、カプセル
型筐体２０内に配設することにより構成されている。なお、図２では、被検体１内を撮像
する撮像部２２を単眼で示しているが、撮像部２２を複数設けた複眼であってもよい。
【００２２】
　カプセル型筐体２０は、撮像部２２を覆う透明でドーム状の先端カバー２０ａと、先端
カバー２０ａと水密状態に設けられた筐体２０ｂとによって構成され、被検体１の口から
飲み込み可能な大きさに形成されている。先端カバー２０ａは、筐体２０ｂの一方の端部
に取り付けられている。筐体２０ｂは、可視光が透過しない有色材質によって形成されて
いる。筐体２０ｂは、カプセル型内視鏡２の各構成部位の駆動を制御し各構成部位におけ
る信号の入出力制御を行う制御部２１と、体腔内部を撮像する撮像部２２と、撮像部２２
によって撮像された画像を処理する信号処理部２３と、無線通信に必要である情報を記憶
する記憶部２４と、外部の処理装置４に対して送信する各種信号を無線信号に変調し、ま
たはアンテナ２５ａを介して受信した無線信号を復調する通信処理部２５と、カプセル型
内視鏡２の各構成部に対して駆動電力を供給する電源部２６とを内蔵する。通信処理部２
５は、コイルアンテナなどによって構成され外部のアンテナとの間で無線信号を送受信す
るアンテナ２５ａを有する。
【００２３】
　撮像部２２は、被検体１の体腔内の画像を撮像するためのものである。具体的には、撮
像部２２は、ＣＣＤまたはＣＭＯＳ等の撮像素子と、この撮像素子の撮像視野を照明する
ＬＥＤ等の発光素子と、この撮像素子に対して撮像視野からの反射光を結像するレンズ２
２ａ等の光学系とを用いて実現される。撮像部２２は、筐体２０ｂの端部に固定され、先
端カバー２０ａを介して受光する撮像視野からの反射光を結像し、被検体１の体腔内の画
像を撮像する。撮像部２２における撮像素子、発光素子、レンズ２２ａなどの光学系など
は、カプセル型内視鏡２の適用部位に対応させた光学性能で設計されたレンズや信号処理
機能を有する。たとえば、カプセル型内視鏡２が小腸用である場合には、内径が狭い小腸
壁を撮像するため、近点に焦点を合わせた光学性能でレンズや信号処理機能が設計されて
いる。また、カプセル型内視鏡２が胃用である場合には、内部容積が大きい胃内を撮像す
るため、小腸の場合よりも大きい距離に焦点を合わせた光学性能でレンズや信号処理機能
が設計されている。
【００２４】
　ここで、カプセル型内視鏡２においては、被検体内画像を含む画像情報に、撮像部２２
における光学情報に対応した種別情報を付して送信している。カプセル型内視鏡２におい
ては、撮像部２２は、カプセル型内視鏡２の適用部位にそれぞれ対応させた光学性能で設
計されており、適用部位に応じて撮像部２２の各光学情報は異なる。カプセル型内視鏡２
は、このカプセル型内視鏡２における撮像部２２の光学情報に対応する種別情報として、
このカプセル型内視鏡２の適用部位を示す情報を画像情報に付して送信している。
【００２５】
　この種別情報は、予め記憶部２４内に記憶されており、制御部２１は、撮像部２２の適
用部位に対応する種別情報を記憶部２４内から取得して、信号処理部２３に出力する。信
号処理部２３は、撮像部２２によって撮像された画像を処理し、この画像を含む画像信号
に制御部２１から出力された種別情報を付する。
【００２６】
　具体的には、図３に示すように、信号処理部２３は、撮像部２２によって撮像された画
像Ｇ１を走査線データ単位に処理する。そして、信号処理部２３は、送信対象の画像Ｇ１
１における最後の走査線データの後に、カプセル型内視鏡２固有の情報を含む固有情報Ｄ
ａを付する。この固有情報Ｄａは、ホワイトバランス情報およびカプセル型内視鏡２のシ
リアル番号などに加え、前述した種別情報をさらに含んでいる。信号処理部２３は、撮像
部２２によって撮像された画像Ｇ２～Ｇｎに対しても同様に、各画像Ｇ２～Ｇｎの最後の



(7) JP 5259141 B2 2013.8.7

10

20

30

40

50

走査線データの後に、ホワイトバランス情報およびシリアル番号などとともに種別情報を
含んだ固有情報Ｄａを付する。
【００２７】
　そして、通信処理部２５は、信号処理部２３が生成した情報をアンテナ２５ａから無線
送信する。すなわち、通信処理部２５は、撮像部２２によって撮像された画像を含む画像
情報に、撮像部２２における光学情報に対応した種別情報を付して外部に無線送信する。
【００２８】
　このように、カプセル型内視鏡２は、撮像部２２が撮像した画像情報に、このカプセル
型内視鏡２の撮像部２２における光学情報に対応した種別情報であって、このカプセル型
内視鏡２の適用部位を示す種別情報を付して送信している。カプセル型内視鏡２から送信
された情報は、受信装置３によって受信され、携帯型記録媒体５に記憶される。処理装置
４は、この携帯型記録媒体５内に記憶された情報を読み取ることによってカプセル型内視
鏡２が撮像した画像を含む画像情報とともに種別情報を取得することができる。
【００２９】
　つぎに、図４を参照して、図１に示す処理装置４について説明する。図４は、図１に示
す処理装置４の概略構成を示すブロック図である。図４に示すように、処理装置４は、制
御部４１と、入力部４２と、記憶部４４と、画像処理部４５と、表示部４７とを備える。
また、制御部４１は、カプセル型内視鏡２によって撮像された画像群Ｐａ，Ｐｂがそれぞ
れフォルダＦａ，Ｆｂ内などに格納されたデータベースＤｂと接続する。
【００３０】
　制御部４１は、制御機能を有するＣＰＵ等を用いて構成され、入力部４２、記憶部４４
、画像処理部４５および表示部４７の処理および動作を制御する。制御部４１は、これら
の各構成部位に入出力される情報について所定の入出力制御を行ない、かつ、この情報に
対して所定の情報処理を行う。入力部４２は、種々の情報を入力するためのキーボード、
表示部４７の表示画面上における任意の位置を指定できるマウス等を用いて構成され、検
体の分析に必要な諸情報や分析動作の指示情報等を外部から取得する。
【００３１】
　記憶部４４は、情報を磁気的に記憶するハードディスクと、処理装置４が処理を実行す
る際にその処理にかかわる各種プログラムをハードディスクからロードして電気的に記憶
するメモリとを用いて構成され、光学情報群Ｄｒおよび画像処理プログラム群Ｄｐを含む
諸情報を記憶する。記憶部４４は、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＯＭ、ＰＣカード等の記憶
媒体に記憶された情報を読み取ることができる補助記憶装置を備えてもよい。
【００３２】
　ところで、カプセル型内視鏡２の撮像部２２は、カプセル型内視鏡２の適用部位に対応
させた光学性能で設計されている。したがって、カプセル型内視鏡２適用部位によって、
すなわちカプセル型内視鏡２の種別によって、撮像部２２の各光学情報は異なったものと
なる場合が多い。そこで、記憶部４４は、たとえば図５に示すように、このカプセル型内
視鏡２の種別にそれぞれ対応する光学情報の組み合わせを示すテーブルＴ１を光学情報群
Ｄｒとして記憶する。テーブルＴ１においては、光学情報としてカプセル型内視鏡２の撮
像部２２における撮像倍率、ディストーション（ＤＴ）値、画素数、明るさ、像高に対す
る収差量、γ値および分光感度がカプセル型内視鏡２の小腸や胃などがカプセル型内視鏡
２の適用部位である各種別に対応づけられた状態で示されている。なお、記憶部４４は、
カプセル型内視鏡２の各種別の各バージョンによってそれぞれ光学情報が異なる場合には
、テーブルＴ１のように、各種別の各バージョンにそれぞれ対応した各光学情報を光学情
報群Ｄｒとして記憶する。
【００３３】
　そして、記憶部４４は、画像処理プログラム群Ｄｐとして、処理対象の画像の倍率を変
更する倍率調整プログラム、処理対象の画像の鮮明度を変更するシャープ化プログラム、
処理対象の画像の明るさを変更する明るさ調整プログラムなどを記憶する。具体的には、
図６のテーブルＴ２に示すように、記憶部４４は、画像処理プログラムとして、処理対象
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の画像を撮像した撮像部２２の撮像倍率をもとに該画像の倍率を変更する倍率調整プログ
ラム、処理対象の画像を撮像した撮像部２２の画素数をもとに該画像の鮮明度を変更する
シャープ化プログラム、処理対象の画像を撮像した撮像部２２の明るさをもとに該画像の
明るさを変更する明るさ調整プログラムを記憶する。さらに、記憶部４４は、処理対象の
画像を撮像した撮像部２２のＤＴ値をもとに該画像を補正するＤＴ値補正プログラム、処
理対象の画像を撮像した撮像部２２の収差量をもとに該画像を補正する収差補正プログラ
ム、処理対象の画像を撮像した撮像部２２のγ値をもとに該画像を補正するγ補正プログ
ラムおよび処理対象の画像を撮像した撮像部２２の撮像素子の分光感度をもとに該画像を
色補正する色補正プログラムを記憶する。なお、記憶部４４は、画像処理プログラム群Ｄ
ｐとして、図６のテーブルＴ２に示すように、倍率調整プログラムａ１，ａ２、ＤＴ値補
正プログラムｂ１，ｂ２、シャープ化プログラムｃ１，ｃ２、明るさ調整プログラムｄ１
，ｄ２、収差補正プログラムｅ１，ｅ２、γ補正プログラムｆ１，ｆ２、および、色補正
プログラムｇ１，ｇ２などのように、各画像処理プログラムをそれぞれ複数記憶していて
もよい。
【００３４】
　画像処理部４５は、処理設定部４６を有する。処理設定部４６は、記憶部４４に記憶さ
れる光学情報の中から処理対象の画像情報に付された種別情報に対応する光学情報を取得
する。そして、処理設定部４６は、記憶部４４に記憶される画像処理プログラムのうち取
得した光学情報に応じた画像処理プログラムを、処理対象の画像情報を処理する画像処理
プログラムとして設定する。画像処理部４５は、処理設定部によって設定された処理対象
の画像情報の光学情報に応じた画像処理プログラムを用いて、処理対象の画像を処理する
。画像処理部４５は、カプセル型内視鏡２の適用部位以外に対応する画像を含む画像情報
を処理対象の画像情報として処理する。画像処理部４５は、処理対象の画像情報の種別情
報に対応する撮像倍率、画素数または明るさなどの光学情報に応じた倍率調整プログラム
、シャープ化プログラム、明るさ調整プログラムなどを用いて処理対象の画像情報を処理
する。画像処理部４５は、カプセル型内視鏡２によって撮像されたカプセル型内視鏡２の
適用部位以外に対応する画像の種別情報に対応する光学情報を取得し、さらに、この光学
情報に応じた画像処理プログラムを用いて、この画像を処理することによって、そのまま
では使用することができなかった適用部位以外に対応する画像を使用できるようにしてい
る。
【００３５】
　表示部４７は、ＣＲＴディスプレイ、液晶ディスプレイ等によって実現され、入力部４
２の指示情報あるいは指示結果などを表示する。そして、表示部４７は、制御部４１の制
御のもと、カプセル型内視鏡２によって撮像された画像および画像処理部４５によって処
理された画像を表示する。
【００３６】
　つぎに、図７を参照して、処理装置４における画像処理手順について説明する。図７は
、図４に示す処理装置４における画像処理の各処理手順を示すフローチャートである。図
７に示すように、まず、画像処理部４５は、制御部４１を介して、入力部４２から入力さ
れた画像処理の実行を指示する指示情報を取得する（ステップＳ２）。この指示情報には
、処理対象の画像情報を示す情報や処理対象の画像情報に対する処理内容等が含まれる。
指示情報によって、携帯型記録媒体５によって得られた画像群のうちカプセル型内視鏡２
の適用部位以外に対応する所定数の画像に対応する画像情報や、データベースＤｂ内に格
納された画像群Ｐａ，Ｐｂのうち、これらの画像群Ｐａ，Ｐｂを撮像したカプセル型内視
鏡２の適用部位以外に対応する所定数の画像に対応する画像情報が、処理対象の画像情報
として指示される。そして、指示情報によって、処理対象の画像情報として指示された画
像に撮像されている部位が診断に使用できるようにするための画像処理が指示される。た
とえば、指示情報は、カプセル型内視鏡２の適用部位以外に対応する画像として、小腸観
察用のカプセル型内視鏡２によって観察された胃内部の画像を処理対象の画像として指示
し、この胃内部の画像を胃内部観察用のカプセル型内視鏡２によって撮像された画像と同
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程度まで観察可能となるように画像処理を行うように指示する。
【００３７】
　画像処理部４５は、指示情報にしたがって、処理対象の画像情報を取得する（ステップ
Ｓ４）。次いで、処理設定部４６は、処理対象の画像情報から、この画像情報に付された
種別情報を取得する（ステップＳ６）。種別情報は、前述したように、各画像の最後の走
査線データの後に付された固有情報Ｄａ内に含まれている。処理設定部４６は、記憶部４
４に記憶される光学情報群Ｄｒの中からステップＳ６において取得した処理対象の画像情
報における種別情報に対応する光学情報を取得する（ステップＳ８）。
【００３８】
　そして、処理設定部４６は、記憶部４４に記憶される画像処理プログラム群Ｄｐのうち
、取得した光学情報に応じた画像処理プログラムを、この処理対象の画像情報を処理する
画像処理プログラムとして設定する（ステップＳ１０）。
【００３９】
　つぎに、画像処理部４５は、処理設定部４６が設定した画像処理プログラムを用いて、
処理対象である画像情報を処理する画像処理を行ない（ステップＳ１２）、表示部４７は
、画像処理部４５が処理した画像を表示出力する表示処理を行う（ステップＳ１４）。そ
して、制御部４１は、入力部４２から入力された指示情報をもとに、画像処理部４５によ
って処理された処理画像を保存するか否かを判断する（ステップＳ１６）。たとえば、処
理装置４の操作者が、処理画像の保存を選択できる選択メニューにおいて保存を指示する
選択欄をマウスで選択した場合には、処理画像の保存を指示する指示情報が入力部４２か
ら制御部４１に入力される。また、処理装置４の操作者が保存を指示しない選択欄をマウ
スで選択した場合には、処理画像の保存を指示しない指示情報が入力部４２から制御部４
１に入力される。
【００４０】
　制御部４１が画像処理部４５によって処理された処理画像を保存しないと判断した場合
（ステップＳ１６：Ｎｏ）、そのまま処理装置４は、画像処理を終了する。また、制御部
４１は、画像処理部４５によって処理された処理画像を保存すると判断した場合（ステッ
プＳ１６：Ｙｅｓ）、指示された保存先に処理画像を保存する保存処理を行ない（ステッ
プＳ１８）、処理装置４における画像処理を終了する。
【００４１】
　つぎに、画像処理部４５において行なわれる画像処理（ステップＳ１２）について具体
的に説明する。まず、図８を参照して、画像処理部４５が、図６に示す画像処理プログラ
ムのうち倍率調整プログラムを用いて画像処理を行う場合を例に説明する。
【００４２】
　画像処理部４５は、倍率調整プログラムに示された処理手順にしたがって、処理設定部
４６が取得した種別情報のうち、処理対象である画像情報を撮像したカプセル型内視鏡２
の撮像部２２における画角情報・ＬＥＤ発光量情報を取得する（ステップＳ２２）。
【００４３】
　そして、画像処理部４５は、取得した画角情報・ＬＥＤ発光量情報をもとにカプセル型
内視鏡２における観察距離を算出する（ステップＳ２４）。なお、画角は、カプセル型内
視鏡２における撮像部２２で明瞭に撮影できる範囲の角度を示すものであり、この画角を
もとに観察距離を算出することができる。また、カプセル型内視鏡２において、撮像部２
２は、自動調光処理を行なっており、撮像対象が遠いために撮像範囲が暗い場合には、自
動的にＬＥＤの発光量を増やしており、撮像対象が近すぎるために撮像範囲が過度に明る
い場合には、自動的にＬＥＤの発光量を減らしている。このため、画像処理部４５は、Ｌ
ＥＤ発光量情報から、処理対象である画像情報が撮像された時間におけるＬＥＤ発光量を
もとに、撮像対象とカプセル型内視鏡２との距離を算出することができる。
【００４４】
　つぎに、画像処理部４５は、算出した観察距離および処理対象の画像情報における撮像
物の大きさをもとに、この処理対象の画像を撮像したカプセル型内視鏡２における撮像部
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２２の倍率を算出する（ステップＳ２６）。
【００４５】
　そして、画像処理部４５は、算出した倍率が、使用目的に対応する所定の倍率よりも大
きいか否かを判断する（ステップＳ２８）。画像処理部４５は、たとえば、小腸観察用の
カプセル型内視鏡２によって観察された胃内部の画像を、診断用に使用可能な程度にまで
処理する場合には、算出した倍率と胃内部観察用のカプセル型内視鏡２における倍率とを
比較する。なお、比較する倍率は、倍率調整プログラムの中に示されていてもよく、また
、記憶部４４内の光学情報群Ｄｒから取得されたものであってもよい。
【００４６】
　画像処理部４５は、算出した倍率が所定の倍率よりも大きくないと判断した場合（ステ
ップＳ２８：Ｎｏ）、すなわち、算出した倍率が所定の倍率よりも小さいと判断した場合
、処理対象の画像を所定の倍率に合うように拡大する拡大処理を行う（ステップＳ３０）
。画像処理部４５は、たとえば、処理対象の画像が小腸観察用のカプセル型内視鏡２によ
って撮像された胃内部の画像である場合であって、胃内部観察用のカプセル型内視鏡２に
おける倍率よりも小さい場合には、胃内部観察用のカプセル型内視鏡２における倍率に合
わせて拡大させる。
【００４７】
　これに対し、画像処理部４５は、算出した倍率が所定の倍率よりも大きいと判断した場
合（ステップＳ２８：Ｎｏ）、処理対象の画像を所定の倍率に合うように縮小する縮小処
理を行う（ステップＳ３２）。
【００４８】
　そして、画像処理部４５は、拡大処理または縮小処理が終わった後に、次に処理対象で
ある画像があるか否かを判断し（ステップＳ３４）、次に処理対象である画像があると判
断した場合には（ステップＳ３４：Ｙｅｓ）、ステップＳ２４に進み、次に処理対象であ
る画像に対する観察距離算出処理を行う。一方、画像処理部４５は、次に処理対象である
画像がないと判断した場合（ステップＳ３４：Ｎｏ）、処理を行なった一連の画像を制御
部４１に出力し（ステップＳ３６）、画像処理を終了する。画像処理部４５によって画像
処理が行なわれた一連の画像は、表示部４７によって表示されるほか、制御部４１によっ
てデータベースＤｂ内などに記憶される。
【００４９】
　つぎに、図９を参照して、画像処理部４５が、図６に示す画像処理プログラムのうちシ
ャープ化プログラムを用いて画像処理を行う場合を例に説明する。シャープ化プログラム
に示された処理手順にしたがって、画像処理部４５は、処理設定部４６が取得した種別情
報のうち、処理対象である画像情報を撮像したカプセル型内視鏡２の撮像部２２の画素数
などを示す画素数情報を取得する（ステップＳ４２）。
【００５０】
　そして、画像処理部４５は、取得した画素数情報をもとに、処理対象の画像を撮像した
カプセル型内視鏡２の撮像部２２の画素数が使用目的に対応する所定の画素数よりも少な
いか否かを判断する（ステップＳ４４）。画像処理部４５は、たとえば、小腸観察用のカ
プセル型内視鏡２によって観察された胃内部の画像を診断用に使用可能な程度にまで処理
する場合には、胃内部観察用のカプセル型内視鏡２における画素数と比較する。なお、比
較する画素数は、シャープ化プログラムの中に示されていてもよく、また、記憶部４４内
の光学情報群Ｄｒから取得されたものであってもよい。
【００５１】
　画像処理部４５は、処理対象の画像を撮像したカプセル型内視鏡２の撮像部２２の画素
数が所定の画素数よりも少ないと判断した場合（ステップＳ４４：Ｙｅｓ）、処理対象の
画像の鮮明度を調整して輪郭をシャープにするシャープ化処理を行う（ステップＳ４６）
。画像処理部４５は、処理対象の画像が小腸観察用のカプセル型内視鏡２によって撮像さ
れた胃内部の画像である場合であって、胃内部観察用のカプセル型内視鏡２における画素
数よりも少ない画素数で撮像されたものである場合には、処理対象の画像の輪郭は胃内部
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観察用のカプセル型内視鏡２によって撮像された画像よりもぼやけているため、胃内部観
察用のカプセル型内視鏡２における鮮明度に合わせてシャープにする。
【００５２】
　これに対し、画像処理部４５は、処理対象の画像を撮像したカプセル型内視鏡２の撮像
部２２の画素数が所定の画素数よりも多いと判断した場合（ステップＳ４４：Ｎｏ）、処
理対象の画像の鮮明度は、診断用の使用目的に耐え得る程度に高いため、輪郭をシャープ
にするシャープ化処理を行なわない。すなわち、画像処理部４５は、アンシャープと判断
する（ステップＳ５０）。画像処理部４５は、処理対象の画像が小腸観察用のカプセル型
内視鏡２によって撮像された胃内部の画像である場合であって、胃内部観察用のカプセル
型内視鏡２における画素数よりも多い画素数で撮像されたものである場合には、処理対象
の画像の輪郭は胃内部観察用のカプセル型内視鏡２によって撮像された画像と同等以上に
鮮明であるため、胃内部観察用のカプセル型内視鏡２における鮮明度に合わせてシャープ
化する必要がない。
【００５３】
　そして、画像処理部４５は、シャープ化処理またはアンシャープの判断処理が終わった
後に、次に処理対象である画像があるか否かを判断し（ステップＳ５２）、次に処理対象
である画像があると判断した場合には（ステップＳ５２：Ｙｅｓ）、ステップＳ４２に進
み、次に処理対象である画像に対する画素数量の判断処理を行う。一方、画像処理部４５
は、次に処理対象である画像がないと判断した場合（ステップＳ５２：Ｎｏ）、処理を行
なった一連の画像を制御部４１に出力し（ステップＳ５４）、画像処理を終了する。画像
処理部４５によって画像処理が行なわれた一連の画像は、表示部４７によって表示される
ほか、制御部４１によってデータベースＤｂ内などに記憶される。
【００５４】
　つぎに、図１０を参照して、画像処理部４５が、図６に示す画像処理プログラムのうち
明るさ調整プログラムを用いて画像処理を行う場合を例に説明する。明るさ調整プログラ
ムに示された処理手順にしたがって、画像処理部４５は、処理設定部４６が取得した種別
情報のうち、処理対象である画像情報を撮像したカプセル型内視鏡２の撮像部２２におけ
るＦ値・ＬＥＤ発光量・ＬＥＤの発光効率・レンズ周辺光量などの明るさに関する情報を
取得する（ステップＳ６２）。
【００５５】
　そして、画像処理部４５は、Ｆ値・ＬＥＤ発光量・ＬＥＤの発光効率・レンズ周辺光量
をもとに処理対象の画像の中心輝度を算出する（ステップＳ６４）。つぎに、画像処理部
４５は、処理対象の画像の中心に対する所定の周辺領域の明るさを算出する（ステップＳ
６６）。
【００５６】
　次いで、画像処理部４５は、算出した中心輝度と周辺領域の明るさとを比較して、周辺
領域の明るさよりも中心輝度の方が大きいか否かを判断する（ステップＳ６８）。画像処
理部４５は、周辺領域の明るさよりも中心輝度の方が大きいと判断した場合（ステップＳ
６８：Ｙｅｓ）、画像の周辺領域が中心よりも暗いため、画像全体のゲインを上昇させる
ゲイン上昇処理（ステップＳ７０）を行なって、画像全体を明るくして観察しやすいよう
にする。一方、画像処理部４５は、周辺領域の明るさよりも中心輝度の方が小さいと判断
した場合（ステップＳ６８：Ｎｏ）、画像の周辺領域が中心よりも明るいため、画像全体
のゲインを低下させるゲイン低下処理（ステップＳ７２）を行なって、画像全体を暗くし
て観察しやすいようにする。
【００５７】
　そして、画像処理部４５は、ゲイン上昇処理またはゲイン低下処理が終わった後に、次
に処理対象である画像があるか否かを判断し（ステップＳ７４）、次に処理対象である画
像があると判断した場合には（ステップＳ７４：Ｙｅｓ）、ステップＳ６２に進み、次に
処理対象である画像に対する明るさに関する情報を取得して、明るさの調整を行う。一方
、画像処理部４５は、次に処理対象である画像がないと判断した場合（ステップＳ７４：
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Ｎｏ）、処理を行なった一連の画像を制御部４１に出力し（ステップＳ７６）、画像処理
を終了する。画像処理部４５によって画像処理が行なわれた一連の画像は、表示部４７に
よって表示されるほか、制御部４１によってデータベースＤｂ内などに記憶される。
【００５８】
　このように、実施の形態においては、カプセル型内視鏡２は、カプセル型内視鏡２にお
ける撮像部２２の光学情報に対応した種別情報を各画像に付して送信し、処理装置４は、
処理対象の画像に付された種別情報をもとに、この画像を撮像した撮像部２２の光学情報
に応じた画像処理プログラムを用いて処理対象の画像を処理している。この結果、処理装
置４においては、そのままでは使用することができなかったカプセル型内視鏡２の適用部
位以外に対応する画像を診断用などに使用できるように処理できる。したがって、本実施
の形態によれば、従来において無駄となっていた適用部位以外の画像を無駄にすることな
く利用できるため、無駄となる画像を減らすことができる。さらに、従来においては、適
用部位以外の臓器に対して新たに画像を取得するために被験者に画像取得対象の臓器に対
応するカプセル型内視鏡を再度飲み込んでもらう必要がなくなるため、被験者の負担を減
らすことができる。
【００５９】
　また、本実施の形態においては、データベースＤｂ内の画像のうち、カプセル型内視鏡
２の適用部位以外に対応する画像を処理して使用可能とすることによって、データベース
Ｄｂ内の画像を適切に活用できる。たとえば、処理装置４で、今回観察した被験者の小腸
の画像と比較できるように、前回観察した被験者の胃内部観察用のカプセル型内視鏡２に
よって撮像された小腸部位の画像を処理することによって、被験者に対する履歴情報とし
て前回の観察画像を利用することができる。
【００６０】
　また、本実施の形態によれば、たとえば小腸観察用のカプセル型内視鏡２によって撮像
された画像のうち、小腸と、大腸との境界部分の画像に対して大腸観察用のカプセル型内
視鏡２の光学情報に合わせた画像処理を施すことによって、小腸よりも内径が大きく観察
対象までの距離が小腸の場合よりも遠い大腸方向を撮像した画像についても、さらに適切
に診断に適用することができる。
【００６１】
　また、本実施の形態においては、小腸観察用のカプセル型内視鏡２によって観察された
胃内部の画像を処理する場合を例に説明したが、もちろんこれに限らず、小腸観察用のカ
プセル型内視鏡２によって観察された大腸内部の画像を大腸観察用のカプセル型内視鏡２
の光学情報に合わせて処理するなどのように、処理装置４は、カプセル型内視鏡２の適用
部位以外に対応する画像を使用可能にできる画像処理プログラムをそれぞれ選択して、処
理対象の画像を処理すればよい。この結果、本実施の形態によれば、一つのカプセル型内
視鏡２で撮像した消化管画像のほとんどを診断可能となる状態とすることができる。
【００６２】
　なお、本実施の形態においては、テーブルＴ１に示すように、カプセル型内視鏡２の各
種別の各バージョンによってそれぞれ光学情報が異なる場合には、種別情報とともにバー
ジョン情報を使用すればよい。この場合、カプセル型内視鏡２は、各画像情報に撮像部２
２の種別情報および該カプセル型内視鏡２のバージョン情報を付して送信する。処理装置
４においては、処理設定部４６は、処理対象の画像情報に付された種別情報に加えバージ
ョン情報を取得して、たとえばテーブルＴ１を参照することによって、取得した種別情報
およびバージョン情報に対応する光学情報を取得する。そして、処理設定部４６は、取得
した光学情報に応じた画像処理プログラムを画像処理プログラム群Ｄｐから選択し、処理
対象の画像情報を処理する画像プログラムとして設定する。このように、本実施の形態に
おいては、各バージョンごとに光学情報が異なる場合には、種別情報とともにバージョン
情報を使用して、画像処理を行なってもよい。
【００６３】
　さらに、撮像部２２の光学性能が異なるごとに異なるバージョン情報が付与される場合
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、すなわち、カプセル型内視鏡２の種別によらず撮像部２２の光学情報が異なれば異なる
バージョン情報が付与される場合、バージョン情報のみで光学情報が管理されているため
、カプセル型内視鏡２は、新たに種別情報を付する必要がなく、バージョン情報のみを画
像情報に付して送信すればよい。処理装置４において、記憶部４４は、カプセル型内視鏡
２のバージョン情報にそれぞれ対応する光学情報の組み合わせを光学情報群Ｄｒとして記
憶する。そして、処理設定部４６は、処理対象の画像情報に付されたバージョン情報を取
得して、取得したバージョン情報に対応する光学情報を光学情報群Ｄｒから取得する。そ
して、処理設定部４６は、取得した光学情報に応じた画像処理プログラムを画像処理プロ
グラム群Ｄｐから選択し、処理対象の画像情報を処理する画像プログラムとして設定する
。このように、本実施の形態においては、バージョン情報のみで光学情報を管理できる場
合には、バージョン情報のみで処理対象の画像処理を管理してもよい。
【００６４】
　また、本実施の形態においては、処理装置４においてデータベースＤｂ内の画像または
携帯型記録媒体５を介して取得した画像を処理した場合について説明したが、もちろんこ
れに限らない。たとえば、図１に示す受信装置３内においてカプセル型内視鏡２から順次
送信される画像をほぼリアルタイムで処理して受信装置３内の記憶部または携帯型記録媒
体５内に記憶させてもよい。
【００６５】
　この場合、図１１に示すように、受信装置３は、無線ユニット３ａにおける受信用アン
テナＡ１～Ａｎを介して受信された無線信号の処理等を行う受信本体ユニット３ｂ内にお
いて、光学情報群Ｄｒおよび画像処理プログラム群Ｄｐを記憶し、これらの光学情報群Ｄ
ｒおよび画像処理プログラム群Ｄｐを用いて、処理対象であるカプセル型内視鏡２の適用
部位以外に対応する画像を使用可能な程度となるように画像処理を行う。
【００６６】
　つぎに、受信本体ユニット３ｂについて詳細に説明する。受信本体ユニット３ｂは、図
１１に示すように、受信部３１と変換部３２と同期信号検出部３３と画像処理部３４と記
憶部３６とを備える。受信部３１は、無線信号の受信の際に使用するアンテナＡを切り替
え、切り替えたアンテナＡを介して受信された無線信号に対して復調、アナログ／デジタ
ル変換等の受信処理を行ない、信号Ｓａを出力する。変換部３２は、受信部３１から出力
された信号Ｓａを画像処理部３４が処理可能である信号形式の信号Ｓｉに変換する。変換
部３２は、同期信号検出部３３による同期信号出力タイミングに合わせて信号Ｓｉを出力
する。同期信号検出部３３は、信号Ｓａの中から各種同期信号を検出し、検出した同期信
号に関する同期信号情報Ｓｄを画像処理部に出力する。
【００６７】
　そして、画像処理部３４は、変換部３２から出力された信号Ｓｉに対して所定の処理を
行ない１フレームの画像に対応する画像データＳｆを出力する。また、記憶部３６は、受
信装置３における画像処理に必要である情報とともに光学情報群Ｄｒおよび画像処理プロ
グラム群Ｄｐを記憶する。
【００６８】
　図１１に示すように、画像処理部３４は、処理設定部４６を有する。処理設定部４６は
、記憶部３６に記憶される光学情報の中から処理対象の画像情報に付された種別情報に対
応する光学情報を取得し、記憶部４４に記憶される画像処理プログラムのうち取得した光
学情報に応じた画像処理プログラムを、処理対象の画像情報を処理する画像処理プログラ
ムとして設定する。画像処理部３４は、処理設定部によって設定された処理対象の画像情
報の光学情報に応じた画像処理プログラムを用いて、処理対象の画像をほぼリアルタイム
で処理し、そのままでは使用することができなかったカプセル型内視鏡２の適用部位以外
に対応する画像を使用できるようにしている。
【図面の簡単な説明】
【００６９】
【図１】実施の形態にかかる被検体内情報取得システムの全体構成を示す模式図である。



(14) JP 5259141 B2 2013.8.7

10

20

30

40

【図２】図１に示したカプセル型内視鏡の構成を示すブロック図である。
【図３】図１に示すカプセル型内視鏡から送信される画像信号を説明する図である。
【図４】図１に示した処理装置の構成を示すブロック図である。
【図５】図４の記憶部に記憶される光学情報群を例示する図である。
【図６】図４の記憶部に記憶される画像処理プログラム群を例示する図である。
【図７】図４に示す処理装置における画像処理の処理手順を示すフローチャートである。
【図８】図４に示す画像処理部が実行する画像処理手順の一例を示すフローチャートであ
る。
【図９】図４に示す画像処理部が実行する画像処理手順の一例を示すフローチャートであ
る。
【図１０】図４に示す画像処理部が実行する画像処理手順の一例を示すフローチャートで
ある。
【図１１】図１に示す受信装置の構成を示すブロック図である。
【符号の説明】
【００７０】
　１　被検体
　２　カプセル型内視鏡
　３　受信装置
　３ａ　無線ユニット
　３ｂ　受信本体ユニット
　４　処理装置
　５　携帯型記録媒体
　２０　カプセル型筐体
　２０ａ　先端カバー
　２０ｂ　筐体
　２１　制御部
　２２　撮像部
　２２ａ　レンズ
　２３　信号処理部
　２４　記憶部
　２５　通信処理部
　２５ａ　アンテナ
　２６　電源部
　３１　受信部
　３２　変換部
　３３　同期信号検出部
　３４　画像処理部
　３６　記憶部
　４１　制御部
　４２　入力部
　４４　記憶部
　４５　画像処理部
　４６　処理設定部
　４７　表示部
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